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Q3’22（1-9⽉）｜決算サマリー（前年同期⽐）
• 暗号資産事業の低調により、減益の着地
• GMOあおぞらネット銀⾏株式会社の株式について、減損等に係る約41億円の特別損失を計上
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Q3’22（1-9⽉）｜セグメント別の状況（前年同期⽐）

（ ）内は前年同期⽐
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Q3’22（1-9⽉）｜営業利益増減（前年同期⽐）

（億円）

外貨ex byGMOのグループジョインやCFDの好調を受けて証券・FX事業は増収増益となった⼀⽅、
厳しい市場環境が継続する暗号資産事業が減収減益となり、連結ベースで減益の着地

株式等・
先物OP

⾦融収⽀
FX・
外為OP

CFD・
株BO

暗号資産 その他・
調整額 取引

関係費
⼈件費

事務費
その他
コスト

Q3’21（1-9⽉）
営業利益

不動産
関係費 減価

償却費

Q3’22（1-9⽉）
営業利益
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Q3’22（1-9⽉）｜特別損失の計上について

9.6 億円

投資有価証券評価損 契約損失引当⾦繰⼊額

31.7億円
現在の
当社持株⽐率 25.0％

• GMOあおぞらネット銀⾏の事業KPIは拡⼤も、成⻑速度は想定を下回り事業計画との間に乖離
• 当社は、新経営計画に基づき同⾏が実施する株主割当増資の引き受けを決定。当社が保有する
GMOあおぞらネット銀⾏の普通株式及び将来取得することとなる種類株式について、約41億円
の特別損失を計上

4.38％ 種類株式を取得し
普通株式転換後※の
当社持株⽐率

※ 種類株式の普通株式への転換は、GMOあおぞらネット銀⾏の主要株主認可の取得が前提

当社が保有する同⾏の普通株式の取得価額と
1株当たり純資産価額との差額
（取得総額︓13.2億円）

当社が将来取得予定の同⾏の「種類株式」の買取
価額と増資引受に際し算定された株価との差額

（将来の買取予定総額︓62.5億円）

今回、当社は3.7億円の普通株式の増資を引き受けを実⾏
当社の将来買取予定の種類株式の総額は、本増資後に80.4億円に
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株主還元｜配当および配当性向

連結配当性向

50％以上（年4回配当）
⽬標

Q1 Q2 Q3 期末 年間

2022年
12⽉期 12.50 8.50 0.00 （予想）0.00 （予想）21.0
2021年
12⽉期 19.70 11.52 10.10 10.85 52.17

1株当たり配当⾦（円）

FY2022

Q3において特別損失及び親会社株主に帰属
する四半期純損失を計上したことを勘案



8

0

10

20

30

40

50

60

Q1Q2Q3Q4Q1Q2Q3Q4Q1Q2Q3Q4Q1Q2Q3

2019 2020 2021 2022

百
万

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

Q1Q2Q3Q4Q1Q2Q3Q4Q1Q2Q3Q4Q1Q2Q3

2019 2020 2021 2022

百
万

0

20

40

60

80

100

120

Q1Q2Q3Q4Q1Q2Q3Q4Q1Q2Q3Q4Q1Q2Q3

2019 2020 2021 2022

⼗
億

⾼⽔準を維持
Q3’22は前Q、前年同期と同⽔準

ボラの⾼まりを受け過去最⾼を更新
Q3’22はY/Y＋161.8％

Q1’21をピークに
減少傾向で推移

Q3’22（7-9⽉）｜マーケット環境

⽇本取引所グループ、⾦融先物取引業協会、⽇本暗号資産取引業協会公表資料より当社作成
※1 ⽇本暗号資産取引業協会が統計情報の公表を開始して以降の業界全体の暗号資産売買代⾦（取引⾼）の推移における⽔準
※2 2022年9⽉の国内業界全体の暗号資産売買代⾦（取引⾼）は未公表

（兆円） （兆円） （兆円）

93
3,549
3,209

1,355

9495

15
8 5

2市場個⼈株式等委託売買代⾦ 国内店頭FX取引⾼ 国内暗号資産売買代⾦

2022年7⽉・8⽉の
売買代⾦合計※2

過去最⾼⽔準

過去最低⽔準※1
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Q3’22（7-9⽉）｜決算サマリー（前四半期⽐）
証券・FX事業、暗号資産事業ともに前四半期⽐で減収となり減益の着地
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Q3’22（7-9⽉）｜セグメント別の状況（前四半期⽐）

（ ）内は前四半期⽐
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20.8
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▲0.4

▲3.6
▲0.4 ▲0.7

Q3’22（7-9⽉）｜営業利益増減（前四半期⽐）

（億円）

厳しい市場環境が継続するFX・暗号資産の減収に伴い、営業利益は同28.3％減の着地

⾦融収⽀

FX・
外為OP CFD・

株BO
暗号資産 その他・

調整額
取引関係費 ⼈件費

その他
コスト

Q2’22（4-6⽉）
営業利益

Q3’22（7-9⽉）
営業利益

事務費
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四半期業績推移｜営業利益
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インに伴いSGAが増加
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︓ 約67億円程度
︓ 約9.5億円程度
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店頭FX｜国内取引⾼シェアの推移

（兆円）

⾦融先物取引業協会「店頭FX⽉次速報」より当社作成
※1 店頭FX国内取引⾼︓2015年2⽉以前はGMOクリック証券単体数値。同年3⽉以降はFXプライムbyGMOを加えた2社の合計値。2021年10⽉以降は外貨ex byGMOを加えた3社の合計値
※2 店頭FX国内シェア︓⾦融先物取引業協会公表数値を市場全体として算出
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⽉ 1⽉ 3⽉ 5⽉ 7⽉ 9⽉ 11
⽉ 1⽉ 3⽉ 5⽉ 7⽉ 9⽉ 11
⽉ 1⽉ 3⽉ 5⽉ 7⽉ 9⽉ 11
⽉ 1⽉ 3⽉ 5⽉ 7⽉ 9⽉ 11
⽉ 1⽉ 3⽉ 5⽉ 7⽉ 9⽉ 11
⽉ 1⽉ 3⽉ 5⽉ 7⽉ 9⽉

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

国内取引⾼（グループ各社合計）※1
国内シェア（グループ各社合計）※2
USDJPYボラティリティ

取引上限に達する顧客数が増加し、GMOクリック証券の国内取引⾼シェアは第2位
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店頭FX｜預り証拠⾦残⾼の推移

（億円）

3,753
3,583

3社合計で
3,700億円超

2,333

※店頭FX預り証拠⾦残⾼は、国内グループ各社の合計値
Q3’21まではGMOクリック証券とFXプライムbyGMOの2社、
Q4’21から外貨ex byGMOを加えた3社
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76.6%増Y/Y

61.6%増Y/Y

⾼⽔準を継続
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GMOクリック証券
SBI証券
楽天証券
松井証券
auカブコム証券
マネックス証券

国内株式｜売買代⾦

(2022年7-9⽉)

⽇本取引所グループ、各社公表資料より当社作成
※1 2022年7⽉〜9⽉のSBI証券の売買代⾦は2022年10⽉28⽇時点で未公表
※2 2市場の個⼈株式等委託売買代（ETF・REIT含む）に占めるシェア

2.8％

主要ネット証券株式等売買代⾦推移 2市場に占める個⼈株式等委託売買代⾦シェア※2

(前四半期: 2.8％)

2.6兆円
(前四半期: 2.6兆円)

（兆円）

※1
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国内株式｜株式委託⼿数料・委託⼿数料率の推移

（億円） （bp）

2.32.3
3.1 0.896 

1.041
0.917

株式委託⼿数料

23.8 %減Y/Y
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4.34.2
4.9 11.0Y/Y %減
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海外証券（タイ王国）｜信⽤取引残⾼の推移

(百万THB)

⾼⽔準で推移
マーケットシェアの状況
• 2021年9⽉末 ︓11.4％
• 2021年12⽉末 ︓12.0％
• 2022年3⽉末 ︓11.3％
• 2022年6⽉末 ︓12.5％

マーケットシェア︓タイ証券取引所公表資料をもとに当社算出

14,791
13,769

11,568 27.9Y/Y %増
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7.0
6.4

4.3
好調に推移

63.8Y/Y %増

2022年5⽉13⽇にタイ証券取引所への
上場申請を実施し、審査中
上場による資⾦調達⼒と社会的信⽤の
向上を通じてさらなる成⻑を⽬指す
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暗号資産｜売買代⾦の推移

2,321
3,199

5,007

（10億円）

暗号資産市場の軟調を受けて売買代⾦は
低⽔準で推移

53.6Y/Y %減

＜Q2’22 主なサービス強化の取り組み＞
7/13  取引所（現物）にカルダノ（ADA）、メイカー
（MKR）、ダイ（DAI）、チェーンリンク（LINK）
追加

7/25 新規IEO案件の検討開始
9/21 「貸暗号資産プレミアム」サービス提供開始
9/28  PC専⽤取引ツール「WebTrader」の機能拡充
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暗号資産｜売買代⾦シェア

（兆円）

マーケットシェア︓⽇本暗号資産取引業協会公表資料をもとに当社算出

シェア減少も
30%前後で推移
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暗号資産｜⼝座数と顧客預り資産の推移

（千⼝座） （億円）
⼝座数

顧客預り資産

23.8%減
93Y/Y 千⼝座増

Y/Y
1,048

1,374 526

444

537

866

⼝座数が順調に増加する⼀⽅、暗号資産の
価格下落により預り資産は減少

・預り資産の約半数を占める2銘柄の価格は
前年同⽉末で⼤きく下落※
- BTC価格︓55％下落
- ETH価格︓55％下落
・暗号資産の保有者数、保有数量は増加

※CoinMarketCapの2021年9⽉末、2022年9⽉末の終値（USD）をもとに算出
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暗号資産｜セグメント収益・利益の推移

暗号資産セグメント収益の推移 暗号資産セグメント利益の推移（億円） （億円）

• 厳しい市場環境が継続する中、⾚字が継続
• 法⼈⼝座獲得や取扱銘柄・サービス拡充等により、顧客基盤拡⼤と利益成⻑を⽬指す

▲5.5
3.8

（参考）GMOコインにおける
売買代⾦の推移

TVCMなど
積極的な広告投下

▲2.0
4.27.8

17.9
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NFT事業
利便性強化など、ユーザー獲得や⼆次流通促進に向けた諸施策を推進

⼩室哲哉⽒（⾳楽家）
• 2022年7⽉、最新アルバムの『JAZZY TOKEN』
未収録デモ18曲のNFT作品を販売開始

⻘森ねぶた祭（公益社団法⼈⻘森⻘年会議所）
• 2022年8⽉に開催された「⻘森ねぶた祭」にて、
ねぶたの原画データNFTのエアドロップを実施

• 2022年10⽉、ねぶた作品の⾼精細3Dモデル、⼭⾞
の運⾏⾵景写真などをNFTアートとして販売開始

AR（拡張現実）機能の追加※

• 保有する3DのNFTアイテムをスマホのカメラ越しに
表⽰させることで、アイテムが現実に存在しているかの
ように⾒ることができる機能

• アイテムと⼀緒に写真撮影を⾏うなど、NFTアイテムの
新たな楽しみ⽅を提供

コンテンツ拡充

2022年10⽉28⽇時点のアイテム数は約2.3万点
さらなるコンテンツ拡充を⽬指す

※Adam byGMOが提供する公式アプリ（Android版）に機能追加
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バーチャルオフィス事業

銀座
東銀座駅 徒歩2分

新宿
新宿駅 徒歩8分

⻘⼭
外苑前駅 徒歩3分

名古屋
名鉄名古屋駅 徒歩6分

6/1
OPEN

8/1
OPEN

8/1
OPEN

顧客基盤拡⼤に向けて、サービス提供エリアを拡⼤中

渋⾕
渋⾕駅 徒歩3分

1号店

⼤阪・梅⽥
⼤阪駅 徒歩4分

京都
京都駅 徒歩7分

横浜
横浜駅 徒歩9分

9/15
OPEN

10/5
OPEN

10/17
OPEN

11/1
OPEN 秋葉原

秋葉原駅 徒歩3分

11/1
OPEN 福岡・博多

博多駅 徒歩7分
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01 決算概要

02 事業の状況

03 Appendix
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国内株式｜証券コネクト⼝座数・残⾼の推移

（千⼝座） （億円）

⼝座数は拡⼤
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PLの四半期推移
（単位︓百万円）

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3
営業収益 13,216 10,682 9,174 12,850 11,823 11,347 10,524
 受⼊⼿数料 1,474 1,241 1,085 1,474 1,063 1,272 991
 トレーディング損益 10,390 8,047 6,628 9,823 9,201 8,416 7,709
 ⾦融収益 1,202 1,231 1,306 1,391 1,400 1,486 1,649
 その他の営業収益 17 16 13 13 17 23 23
 その他の売上⾼ 130 145 140 147 139 147 150
⾦融費⽤ 405 392 423 479 502 504 600
売上原価 98 105 99 98 93 100 100
純営業収益 12,712 10,185 8,651 12,272 11,227 10,742 9,823
販売費及び⼀般管理費 6,652 6,695 5,753 9,322 7,833 7,838 7,742
営業利益 6,059 3,489 2,898 2,949 3,393 2,904 2,081
営業外収益 288 54 △ 12 352 302 153 27
営業外費⽤ 24 23 23 △ 29 28 112 21
経常利益 6,323 3,519 2,861 3,331 3,668 2,945 2,086
特別利益 32 74 79 82 － － －

特別損失 － 3 0 39 2 264 4,142
税⾦等調整前四半期純利益⼜は税⾦等調整
前四半期純損失（△）

6,356 3,590 2,941 3,374 3,666 2,680 △ 2,056

法⼈税等 2,046 1,150 978 1,465 1,270 967 △ 151
親会社株主に帰属する四半期純利益⼜は親
会社株主に帰属する四半期純損失（△）

3,718 2,177 1,909 2,052 2,429 1,776 △ 1,668

2021年12⽉期 2022年12⽉期
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営業収益（セグメント別/商品別）の四半期推移

※株式・ETF等は、株式・ETF等の取引に係る委託⼿数料及びその他の受⼊⼿数料、募集・売出し・特定投資家向け
売付け勧誘等の取扱⼿数料、投資信託に係るその他の受⼊⼿数料を含む

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3
証券・FX事業 8,066 6,724 7,238 11,253 10,744 10,412 9,947
株式・ETF等* 547 454 429 389 379 328 336

 （内、株式・ETF等委託⼿数料） 493 396 373 341 327 282 280
先物・オプション 41 35 35 40 46 32 29
くりっく365 130 104 112 142 150 292 250
通貨関連店頭デリバティブ 4,651 3,754 3,881 7,640 6,337 5,946 5,403
CFD・株BO 1,475 1,127 1,462 1,635 2,408 2,302 2,257
⾦融収益 1,202 1,231 1,306 1,391 1,400 1,486 1,649
その他 17 16 10 13 22 22 21
暗号資産事業 5,016 3,810 1,793 1,447 936 784 424
暗号資産 5,016 3,810 1,793 1,447 936 784 424
その他 133 148 143 149 141 156 159
その他 133 148 143 149 141 156 159
調整額 － － － － － △6 △6
調整額 － － － － － △6 △6
営業収益合計 13,216 10,682 9,174 12,850 11,823 11,347 10,524

2021年12⽉期 2022年12⽉期
（単位︓百万円）
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販売費及び⼀般管理費の四半期推移

（単位︓百万円）

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3
取引関係費 2,557 3,264 2,578 4,288 3,080 2,937 3,011
（内、広告宣伝費） 1,091 2,011 1,352 2,871 1,638 1,533 1,543
⼈件費 2,095 1,395 1,157 1,609 1,401 1,503 1,415
不動産関係費 732 756 734 1,139 1,177 1,246 1,252
事務費 668 683 693 973 911 899 796
減価償却費 246 245 252 690 680 667 685
租税公課 278 264 250 286 269 262 266
貸倒引当⾦繰⼊額 8 3 9 4 0 6 △ 6
のれん償却額 40 40 40 271 271 271 271
その他 24 41 35 58 38 43 50
販売費及び⼀般管理費 6,652 6,695 5,753 9,322 7,833 7,838 7,742

2021年12⽉期 2022年12⽉期
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セグメント別業績の四半期推移

（単位︓百万円）

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3
証券・FX事業
営業収益 8,066 6,724 7,238 11,253 10,744 10,412 9,947
営業利益 2,948 1,989 2,491 3,927 3,677 3,180 2,722
暗号資産事業
営業収益 5,016 3,810 1,793 1,447 936 784 424
営業利益 3,076 1,457 387 △ 865 △ 214 △ 203 △ 553

2021年12⽉期 2022年12⽉期
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主要KPIの四半期推移
Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3

GMOクリック証券
株式
 株式売買代⾦ （百万円） 3,527,853 2,993,040 3,010,677 2,964,329 3,108,242 2,609,821 2,603,619
 株式約定件数 （件） 2,939,627 2,298,057 2,338,434 2,337,880 2,438,088 2,155,539 2,245,974
 信⽤取引残⾼ （百万円） 107,510 100,708 109,799 105,747 99,796 94,501 109,325
店頭FX
 店頭FX売買代⾦ （億円） 2,861,164 2,658,292 2,639,020 3,076,991 3,532,048 6,305,498 6,624,164
 店頭FX取引数量 （百万通貨） 2,799,021 2,500,034 2,528,197 2,954,862 3,187,236 5,067,296 4,963,772
 店頭FX預り証拠⾦残⾼ （百万円） 206,988 208,996 215,322 210,558 217,233 233,386 247,030

CFD
 CFD売買代⾦ （億円） 125,587 115,239 145,716 157,562 281,332 256,918 257,325
全商品
 全商品預り資産 （百万円） 961,324 937,724 948,118 923,913 953,461 949,763 969,652
⼝座数
 証券取引⼝座数 （⼝座） 463,562 470,033 475,060 479,534 487,107 494,118 499,658
 FXネオ取引⼝座数 （⼝座） 709,122 717,737 726,792 734,140 742,747 752,207 761,111
 CFD取引⼝座数 （⼝座） 152,723 157,416 161,144 164,561 170,845 176,413 180,605

FXプライムbyGMO
 店頭FX売買代⾦ （億円） 230,750 243,934 220,219 313,442 322,454 243,358 187,188
 店頭FX取引数量 （百万通貨） 230,214 228,780 207,175 286,381 280,031 199,485 146,768
 店頭FX預り証拠⾦残⾼ （百万円） 17,775 17,495 18,065 17,248 16,606 17,416 17,255
 取引⼝座数 （⼝座） 210,086 211,264 211,941 212,353 212,722 213,739 214,849
外貨ex byGMO
 店頭FX売買代⾦ （億円） 1,043,879 1,312,357 1,858,545 2,057,176
 店頭FX取引数量 （百万通貨） 985,310 1,170,148 1,487,920 1,546,444
 店頭FX預り証拠⾦残⾼ （百万円） 105,054 101,731 107,573 111,039
 取引⼝座数 （⼝座） 426,105 428,956 432,007 436,207

GMOコイン
 暗号資産売買代⾦ （百万円） 11,575,940 8,062,960 5,007,898 5,152,841 3,497,459 3,199,458 2,321,294
   取引⼝座数 （⼝座） 374,640 424,954 444,459 474,863 500,801 526,759 537,771

2021年12⽉期 2022年12⽉期
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ビジネスモデル｜店頭FX
• 効率的なマッチングと、ポジションの保有リスクをヘッジする徹底した管理を追求

（上記は概念図）

GMOクリック証券
● ● ●
● ● ●
● ● ●

〇 〇 〇 ● ● ●
〇 〇 〇 ● ● ●
〇 〇 〇 ● ● ●
〇 〇 〇 ● ● ●
〇 〇 〇 ● ● ●
〇 〇 〇 ● ● ●
〇 〇 〇 ● ● ●
〇 〇 〇 ● ● ●

売注⽂ 買注⽂

許容値を超えた
注⽂をヘッジ

マッチング

カバー取引 ⽅法①
旧来からのカバー先
（外資系⾦融機関等）

レート提⽰

⽅法②
BtoBマーケットBtoB取引お

客
様

売注⽂ 買注⽂

レート提⽰レート提⽰

レート提⽰

お
客
様
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店頭FXにおけるボラティリティと収益の関係

ボラの上昇 増加 増加

ボラの低下 減少 減少

（対顧客スプレッド × 取引数量）－（カバースプレッド ×カバー数量)
収益
構造

対顧客取引 カバー取引

取引量 カバーコスト

（上記は概念図）
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ビジネスモデル｜暗号資産事業

買い

売り

GMOコインが顧客取引の相⼿⽅となる取引
保有ポジションはカバー取引でヘッジ

GMOコインは取引をマッチングする場を提供
顧客の取引毎に⼿数料を受け取る

ブローカー

取引所

カバー
取引

取引

取引

リクイディティ
プロバイダー 顧客

主な収⼊源︓スプレッド（売値と買値の差） 主な収⼊源︓取引⼿数料

販売所モデル 取引所モデル
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